
テキストマイニングを用いた潜在ニーズの把握手法

消費者の潜在ニーズを把握する手法として「テキストマイニング」が注目されています。
そこで、手法の概要から実際の活用方法を解説した「分析マニュアル」を作製しました。

「売れる農産物づくり」を目標として、様々なマーケティング手法を駆使した取り組みがみ
られるようになってきています。

特に、消費者ニーズの把握においては、従来から用いられている
選択肢型のアンケート調査から、自由な発言内容や記述文によっ
て、消費者の潜在ニーズ・意識を把握する、「グループインタビュ
ー」や「テキストマイニング」を用いる手法へ移行しつつありま

す。今後は、研究普及活動においても、消費者ニーズの多様化に対
応するために、これらの手法の検討や活用が望まれるところです。

そこで、企画調整スタッフ（農業経営担当）では、「テキストマ
イニング」を活用した自由記述文の分析を試み、分析手法やその有

用性について検討してきました。この度、その成果を取りまとめた
冊子を作製しましたので紹介します。冊子の内容は、①分析手法の
解説編、②事例編、の２部構成となっており、手法の概要から実際
の活用方法までが把握できるように取りまとめています。

今後は、分析事例の更なる蓄積を進めるとともに、パソコン上で
容易に分析が可能なシステムづくりを目標とします。
※テキストマイニング:自由記述文から重要単語を抽出し、多変量解析等を用いて分析する手法
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座標軸の距離が近いものほど関連性が強い
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出現語の等質性分析（数量化Ⅲ類）

図 数量化Ⅲ類によるキーワードの等質性分析

累積寄与率

2 3.8％

分析のイメージ（数量化Ⅲ類）

自 由回 答文（原文 ）
オブジェクト

スコア
とても可愛 くて、癒 されました。自 分の家 に持って帰 りたくなりました。 -2 .54
やわら かい印象 を受けました。 -1 .99

花が可 愛い。見てて癒され るか ら好きです。 -1 .82
どの花 もとても可 愛かっ たです。見 ていて、とても癒 されました。あり

がとうございました。 -1 .82

次
元
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自 由回 答文（原文 ）
オブジェクト

スコア

どれも とても綺麗 ですごく迷 いました。 2 .09
素敵な感 じに咲いていますね。 2 .03

全部綺 麗で欲しく なりました。どれも 素敵なの で、すごく迷 ってしまい
ました。名前 も工夫 されていて、すごいと思い ました。

2 .02

色々な種 類があっ て驚いた。 -3 .11

色々な種 類があっ て、驚 きました。綺麗。 -2 .31
どれも 綺麗です。色々 な品種が あるこ とを知りました。 -1 .87

次
元
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※関連が強いと思われる出現語を囲んでいる
（関連性については筆者が判断）

共通項目

自由 回答文 （原文 ）
オブジェクト

スコア

素敵 。 -1 .99
色の コントラストが素 敵でした。 -1 .70

綺麗 。庭 にあったら素 敵。 -1 .24
色が 可愛か った。 -1 .15
色が とて も可愛 いです。 -1 .15

色が とて も可愛 いです。彼 氏か らプレゼントされ たらイチコロ。 -1 .15
とても変わ った形 で可愛か ったです。 -1 .14

エレガントな色 が素 敵だと思 いました。 -1 .10
色が とて も綺麗 で、葉 っぱが ハートっぽ くなっていて可 愛いです。 -1 .09

次
元
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　(1)解析結果をテキスト形式で保存
　(2)テキスト形式データをExcelで読み込む
　(3)Excelの基本機能を用いて分析する

 ※茶筌とは、形態素分解を行うソフトの
　　　 名称（フリーソフト）

図　テキストマイニング分析の流れ

①茶筌による形態素分解

②品詞情報をもとにキーワードを取り出す

③ヒストグラムによる可視化

④クロス集計による分析

⑤対応分析による可視化
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⑥その他分析手法による解析

⑦結果の開示及び考察


